
社会福祉法人 浅口市社会福祉協議会

あたたかく
ささえあって
くらせる
ちいきをめざして

FUKUSHI ASAKUCHI

福祉あさくち

赤い羽根募金「居場所づくり」助成
― 集会所等のバリアフリー化へ ―



福祉あさくち 第60号　2021年11月 02

社協会費にご協力を

　

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
は
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
へ
の
一
つ

で
す
。「
住
民
皆
様
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
、
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合

い
・
支
え
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
、
社
協
会
費
は
地
域

福
祉
事
業
の
大
切
な
財
源
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
何
卒
多

く
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浅口市社協の本所　「浅口市の地域福祉の拠点」

会員章を玄関に
貼りましょう。

会費は年会費として

1口 1,000円
1口 3,000円〜

個人会費

法人会費

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
に
あ
っ
て
、
よ
り
よ
い
近
隣
関
係

の
中
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
に
住
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携

を
深
め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
制
度
が
充
実
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

行
政
を
は
じ
め
、
地
区
社
協
や
福
祉
団
体
と
の
連
携
の
も
と

に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
な
が
ら
、
地
域
福
祉

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
会
費
や
共
同
募
金
・
寄
付

金
な
ど
の
財
源
を
も
と
に
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
、
「
民
間
の
非
営
利
福
祉
団
体
」
で
す
。
主
な
活
動
は
、

住
民
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

促
進
、
活
動
支
援
や
連
絡
調
整
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
な
ど
で
す
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
は

地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
で
す

社協会費への
　ご協力をお願いします。
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社協会費にご協力を

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

一年の労をねぎらい、新たな気持ちを語り合う…
美味しい料理で楽しいひとときをお楽しみください。

良寛会席￥5,500（税込）

￥3,850
（
税
込
）

玉島御膳

宴会宿泊パック
お一人様￥4,000平日

（
税
込
）

お一人様￥4,000

特 

典

◆カラオケ無料！！（要予約）
◆会場室料無料
◆送迎バス無料 要予約
　（10名様以上）

この他ご予算に応じたプランや、記念撮影・花束等も承っております、お気軽にご相談ください。仕入れ状況等により料理内容を変更させていただく場合がございます。

※土曜、休前日は￥5,000（税込）
※2021/12/31～2022/1/3は除く

写真は良寛会席の例

平日

宴会のあとそのままご宿泊

（
税
込
）

朝食付

忘新年会プラン
飲み放題（2時間）お一人様

（
税
込
）

￥1,650

2021.11.13㈯ ▼ 2022.1.30㈰開催期間

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478
h t t p : // r y o k a n s o . j p

ご予約・お問い合せは

瀬戸内の恵まれた自然が育む安らぎの宿

瓶ビール/日本酒 /ウーロン茶 /ジュース / 焼酎

★10名様毎に
　ボトルワイン1本サービス！
★飲み放題料金を
　￥1,500（税込）に割引！

良寛会席をご予約の場合

《皆様からいただいた社協会費の使途》

ふれあいいきいきサロンへの活動助成等� 905,624 円

在宅介護者への支援（介護手当支給、介護用具貸出、活動支援等）� 1,630,000 円

一人暮らし高齢者への支援（給食サービス、布団丸洗い等）� 1,080,614 円

障がい児・者の地域生活支援（共済制度加入支援、行事活動支援等）� 958,723 円

ボランティア活動への支援（ボランティア協力校、ボランティア連絡協議会の活動費）
800,000 円

子育て支援（子育てサロン、母子世帯の活動支援等）� 367,705 円

防災に関する活動助成（防災体験事業費等）� 401,420 円

小地域支えあい活動支援（福祉委員活動、地区社協活動支援等）� 1,510,504 円

広報誌発行（福祉あさくち発行）� 968,000 円

　　　　合　　　　計� 8,622,590 円

自治会に未加入の世帯は、最寄りの本所・
支所にて納入をお願いします。

○本　　所　ＴＥＬ．４４－７７４４
○金光支所　ＴＥＬ．４２－７３０８
○寄島支所　ＴＥＬ．５４－３３１７

浅
口
市
社
協
は
町
の
福
祉
の
応
援
団
で
す
。

前年度実績

市内に 2800 本設置、「いのちのバトン」

やさしさも添えて「食事サービス」

車いす体験学習の様子（金光竹小学校）
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共同募金

21
世
紀
を「
福
祉
の
世
紀
」へ
。

赤
い
羽
根
募
金
は

「
た
す
け
あ
い
の
心
」を

育
て
て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
の
し
く
み

　

募
金
の
約
70
％
は
、
自
分
の
町
を
良
く
す
る
た

め
に 

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

誰
か
の
た
め
に
と
思
っ
て
募
金
を
し
た
ら
、
自

分
た
ち
の
町
の
た
め
の
募
金
で
も
あ
り
ま
し
た
。

町
の
み
ん
な
で
集
め
た
募
金
は
、
自
分
の
町
を
良

く
す
る
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
民
間
の

　

地
域
福
祉
を
支
え
る
活
動
に

　

使
わ
れ
て
い
ま
す

　

共
同
募
金
の
助
成
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
運
営

や
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
草
の
根
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
費
用
か
ら
、
障
が
い
者
作
業
所
の

車
の
整
備
・
社
会
福
祉
施
設
の
改
修
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
民
間
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

災
害
に
も
共
同
募
金
は

　

使
わ
れ
て
い
ま
す

　

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
備
え
と
し

て
、
各
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会
で
は
、
募
金
額

の
一
部
を
「
災
害
等
準
備
金
」
と
し
て
積
み
立
て

て
い
ま
す
。
こ
の
積
み
立
て
は
、
大
規
模
災
害
が

起
こ
っ
た
際
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

な
ど
、
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

みなさまの優しさや思いやりを
募金という形でお寄せくださいますよう、
ご協力をお願いします
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共同募金

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

美味しさ  　 あり訳

11/19金・
20土は

大感謝祭
！！

安心・安全の一貫生産
自社牧場で丹精を込めて繁殖・肥育
プロの技術で精肉加工
名物商品いっぱいの直売店

訳 1

訳 2

訳 3

訳4

新鮮ミート・美味デリカ

㈱美星ミート
浅口市鴨方町益坂1384-1
営業時間：10時～19 時
TEL：0865-44-1374
FAX：0865-44-1375

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

県道60号線

●

里見川里見川

金光幼稚園金光幼稚園
金光小学校金光小学校

県道60号線県道60号線

金光駅金光駅
友原餅店友原餅店

駅前地区（鴨方町）

手すり・踏み台

東安倉地区（寄島町）

カーペットなど

上竹地区（金光町）

スチール棚

「
居
場
所
づ
く
り
」
助
成

　
　
集
会
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
一
助
に

配
分
事
業

こ
の
助
成
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

配
分
事
業
と
し
て
、
地
域
の
集
会
所
等

の
備
品
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
幅
広
い
世
代
の
居
場
所
と
し
て

の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
利
用
を
促
進
さ

せ
る
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

令
和
３
年
度
配
分
地
区

◆
上
竹
地
区 

（
金
光
町
）

◆
山
根
地
区 

（
寄
島
町
）

◆
土
井
谷
地
区 

（
鴨
方
町
）

◆
松
井
地
区 

（
鴨
方
町
）

◆
向
月
地
区 

（
鴨
方
町
）

◆
駅
前
地
区 

（
鴨
方
町
）

◆
東
安
倉
地
区 

（
寄
島
町
）

公会堂の上り口が高かった
ため踏み台を設置し、手す
りを３か所に取り付けまし
た。
高齢者のサロンやカフェの
際の利用が便利になりま
す。

地区のふれあい公園
の倉庫などにスチー
ル棚を設置すること
で、ゲートボールや
運動器具が整理整
頓できるようになり
ました。

従来、公会堂の２階が集会の
場でしたが高齢化により、１
階部分にカーペットを敷いて、
集いのスペースとして改修しま
した。
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みんなの福祉学習
　

広
報
誌
発
行
日
の
11
月
1
日
は
何
の
日

か
ご
存
じ
で
す
か
？
11
月
1
日
は
、
日
本

点
字
制
定
記
念
日
で
す
。
100
年
以
上
前
の

１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
の
こ
の
日
、

点
字
が
日
本
で
正
式
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
点
字
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

点
字
と
は
、
ブ
ツ
ブ
ツ
を
指
で
触
っ
て

読
む
文
字
の
こ
と
で
す
。
目
が
不
自
由
な

人
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
知

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め

の
大
切
な
文
字
で
す
。
も
と
も
と
軍
人
の

暗
号
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
点
字
を
、

１
８
５
２
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ブ
ラ

イ
ユ
が
改
良
し
、
目
の
不
自
由
な
方
で
も

速
く
、
自
由
に
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
、
世
界
中
で

使
わ
れ
て
い
る
点
字
で
す
。

　

他
に
も
洗
濯
機
の
操
作
パ
ネ
ル
、
テ
レ

ビ
の
リ
モ
コ
ン
や
電
卓
の

［５］
の
ボ
タ
ン
な

ど
、
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
目
の
不

自
由
な
方
を
支
え
る
た
め
の
工
夫
が
あ
り

ま
す
。
福
祉
あ
さ
く
ち
第
56
号
で
ご
紹
介

し
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

点
字
は
図
の
よ
う
に
、
縦
3
点
・
横
2

点
の
6
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て

い
ま
す
。
①
②
④
の
点
を
組
み
合
わ
せ
て

母
音
を
表
し
、
③
⑤
⑥
の
点
を
組
み
合
わ

せ
て
子
音
を
表
し
て
い
ま
す
。
点
字
で「
か

な
」「
数
字
」「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」「
記
号
」

を
表
す
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
横
書
き
で
、

左
か
ら
右
へ
読
み
ま
す
。
表
は
、
あ
行
～

さ
行
の
点
字
を
表
し
て
い
ま
す
。

④

⑤

⑥

①

②

③

（
点
字
表
）

あ

い

う

え

お

●−
−−
−−
●−
●−
−−
●●
−−
−−
●●
●−
−−
−●
●−
−−

か

き

く

け

こ

●−
−−
−●
●−
●−
−●
●●
−−
−●
●●
●−
−●
−●
●−
−●

さ

し

す

せ

そ

●−
−●
−●
●−
●●
−●
●●
−●
−●
●●
●●
−●
−●
●●
−●

　

点
字
表
を
参
考
に
し
て
、
実
際
に
点
字

を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

　

点
字
は
目
の
不
自
由
な
人
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
点
字
だ

け
で
生
活
の
中
の
不
便
さ
の
す
べ
て
を
解

消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
障
が
い
が

あ
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
周
り
の
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
や

気
づ
か
い
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（
点
字
ク
イ
ズ
こ
た
え
）

ふ
く
し
、
あ
さ
く
ち
、
さ
さ
え
あ
い

み
ん
な
の
福
祉
学
習

ふ
く
し
の

あ
の
ね

　�

点
字
と
は
？

点
　
字

　�

点
字
の
し
く
み

　�

点
字
ク
イ
ズ

　�

身
の
回
り
の
点
字

エレベーター
階のボタンの横に数字を表す
点字

缶ビールの上
飲料水と間違えないように
「おさけ」と表す

●●
－－
●●

●●
－－
－●

●－
●●
－●

「ふ〇〇」

●－
－－
－－

●－
－●
－●

●●
－－
－●

●－
●●
●－

「〇〇〇ち」

●－
－●
－●

●－
－●
－●

●●
●－
－－

●－
－－
－－

●－
●－
－－

「〇〇〇〇〇」
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SC がゆく

電
動
カ
ー
ト
、
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
試
乗
体
験
会

　

10
月
8
日
安
倉
八
幡
神
社
境
内

に
て
、
電
動
カ
ー
ト
（
セ
ニ
ア

カ
ー
）、
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転

車
3
輪
・
4
輪
の
試
乗
体
験
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
安
倉
地
区
を
中
心
に
ふ

れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

宅
へ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
訪
問
を
行
い
、

51
世
帯
の
方
々
と
お
会
い
で
き
、

お
困
り
ご
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
移
動
手
段
へ

の
心
配
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
自
転
車
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

い
て“
こ
け
た
”と
い
う
声
が
あ
り
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
課
題
を
感

じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
移
動
手
段
の
一
つ
の

選
択
の
参
考
に
な
れ
ば
と
電
動

カ
ー
ト
（
セ
ニ
ア
カ
ー
）
等
の
体

験
会
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
日
差
し
が
厳
し
い
中
、

10
名
の
方
々
が
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
専
門
業
者
の
ご
指
導
を

頂
き
、
順
次
試
乗
し
ま
し
た
。
電

動
カ
ー
ト
（
セ
ニ
ア
カ
ー
）
は
、「
乗

り
や
す
い
」、「
楽
し
い
」
と
の
お
声
。

坂
道
も
ら
く
ら
く
走
行
で
し
た
。

　

ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
3
輪
・

4
輪
は
、
上
手
く
乗
り
こ
な
せ
る

方
や
思
っ
た
よ
う
に
操
作
が
い
か

ず
「
難
し
い
」
と
困
難
な
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
体
験
で
悪
戦
苦
闘
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
よ
い
体
験
が
で

き
た
」「
今
後
の
参
考
に
な
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
の
声
を
“
じ
っ

く
り
お
聞
き
す
る
”
を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
㟢 

洋
子

寄島

生活支援コーディネーターは「ささえあい」の地域づくりをお手伝いする専門職ですSCがゆく
生活支援コーディネーター

4

　高齢化が進むなか地域の皆さんが助け合い、さま

ざまな機関と連携しながら、日常生活を支える体制を

整備することが大切になっています。

　浅口市社会福祉協議会では、旧町単位に職員を配

置し、地域の皆さんと一緒になって地域の困りごとを

解決するお手伝いをさせていただきます。
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ボランティア連絡協議会・折り紙作品

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

小さな
工事でも
ご相談
ください

浅口のリフォーム屋さんです
新事務所オープン！ お気軽にお立ち寄りください

〒719-0243
浅口市鴨方町鴨方 1164-4
TEL.0865-44-6090
http://www.onokoubou.com

●リフォーム
●バリアフリー
●水廻り
●内装・外装
●お家の修理・メンテナンス

小野工房
新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!
民間車検工場

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail : bros1239.n@gmail .com

老人クラブ
折 り 紙 作 品 募 集

　コロナ禍でも、おうちで楽しめる『折
り紙』。老人クラブでは、皆様の折り紙
作品を募集しました。おうち時間で制作
した作品を皆さんに紹介します。

「祝舟」
仕出しのお祝い用の箸袋で作りました。

（鴨方町・岩井美智子さん）

「鍋敷」
届いた古い年賀状を使っ
て作りました。紙がかた
いので丈夫です。
（寄島町・赤澤真弓さん）

「ダイヤモンド」
こまかい模様がきれいで
す。

（鴨方町・中務桂子さん）

ボランティア連絡協議会
おたのしみＤＶＤ

撮影順調！
コロナ禍の
市内の福祉施設に贈る
近日、完成予定

出演：天草一座、風の子、鴨っ子童謡クラブ、野菊の会、ら・ら・ら
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みんなで支え合いサポーター

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

https://osonae-hana.net

全国発送できます。※

季節のアレンジや花束が送れます。
お供え・お祝い・ご自宅用など
様々なシーンでご活用ください。

※北海道・沖縄および一部離島を除く。

浅口市内配送無料
店頭受け取りも可能です。

〒719-0243 浅口市鴨方町鴨方808-1

TEL 0865-45-8388

株式会社わたるより新サービス

　令和 3 年度第 11 期生みんなで支え合い生活支援サ
ポーター（みなサポ）養成講座が開催されました。
　第１回には NPO 法人みんなの集落研究所　主席研究
員　阿部典子先生を講師にお招きして、グループワー
クを交えながらみなサポの必要性を学びました。
　浅口市の人口は全国の人口同様に総人口・年少人口・
生産年齢人口の減少により高齢化率は年々上昇し、令
和２年では 36.5％となっており、全国・岡山県より高
くなっています。要支援、要介護認定率も年々増加傾向にあります。
　そうした状況の中、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで送
ることができるよう医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体に提供される地域包括ケアシステムの構築
を目指していくようになりました。元気な高齢者には社会参加をしてもらったり、社会的役割を担ったりし
てもらうことで、心身の充実や生きがいを感じ、介護予防にも繋がる目的もあります。
　また、介護保険の改正により従来の市区町村で行われていた介護予防事業が合体して編成し直され、高齢
者の介護予防と自立した日常生活の支援を目的に介護予防・日常生活支援総合事業が始まりました。介護事
業者をはじめ地域の企業や団体、NPO やボランティア、町内会、そして住民などさまざまな立場の人たちが、
このサービス事業に参画し、連携し合うことで、高齢者を支えていこうというものです。
　浅口市では、ごみだしや買い物、そうじといった軽微な支援を地域の人たちで助け合いができるしくみと
してみなサポ事業が開始され、これまでにたくさんの支援者（サポーター）が養成されています。

みなサポで
わたしも地域もいきいきと
=サポーター養成講座開催=

〈サポーター登録者〉
男性（人） 女性（人） 合　計

金光地区 7 37 44

鴨方地区 25 52 77

寄島地区 8 25 33

合　計 40 114 154
� 令和３年４月１日現在
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お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

浅口市鴨方町鴨方1647-1（コープ鴨方すぐ横）
TEL･FAX：0865-45-8092ご注文は！！

営業時間  11：00～14：00  17：30～24：00

お持ち帰りできます！

お持ち帰りできます！

お弁当・オードブル・居酒屋メニュー
鶏鍋・鴨鍋・モツ鍋

ご予算に合わせてご用意します！！要予約

厳しかった恩師の教え
　私は東京の田園調布の生まれで、２歳の頃岡山
に来ました。小さい頃から体が弱い方で運動もあ
まり得意ではありませんでした。ですが当時通って
いた金光中学（現在の金光学園）に佐藤先生とい
う体育の先生がおられまして、厳しい指導のおか
げで随分体力がつきました。その頃体育といえば「自
由体操」といって、ソフトボールとかバレーボール
とかみんな好きなことをやっているのが普通でした
が、佐藤先生の授業はとにかく長距離を毎回走る
んです。授業はきつかったですがそのおかげで人
並みに体力もついて、のちには青年団の運動会の
短距離選手にも選ばれました。毎日自転車で金光
まで通って自分でも信じられないくらいに変わった
なあと思います。

阪神大震災の朝
　学校を卒業してからは銀行に就職しましたが 7
年ほどで退職をして、父親が昭和の初めごろから
やっていた孵卵業を手伝うことになりました。です
が孵卵の制度が変わったことを機に規模を縮小し
て少しだけ鶏を飼っていました。その頃は農協に勤
めていたので、朝、エサやりなどの世話をしてから

仕事に出る毎日でした。
　今でも忘れられないのが、阪神淡路大震災の朝
のことです。いつも通りに鶏にエサをやっていると
突然鶏舎の鶏が一斉に頭を持ち上げたのに気が付
きました。今までそんなことは一度もなかったので、
ただならぬ様子に「どうしたんかなぁ」と不思議に
思っていたら、その直後にゴーっという音とともに
グラグラーっと地面が大きく揺れてとてもびっくりし
ました。すぐに逃げないといけないと思ったんです
が、頭で分かっていてもその時は足がすくんでまっ
たく動けなかったです。鶏舎も崩れず無事でしたが、
今でもあの朝の事は忘れられません。

ゲートボールに夢中
　平成 9 年にうちの老人クラブが町のモデル地区と
して選ばれて、子ども会と一緒にゲートボール大会
をすることになったんです。まだ老人クラブに入っ
たばかりの頃でしたが、若いころからやっていたそ
ろばん塾の教え子が「先生、やろうやぁ」と誘って
くれるので参加してみたら、これが面白くてそれか
らやみつきになりました。
　平成 18 年と平成 26 年には「ねんりんピック」（全
国健康福祉祭の愛称。60 歳以上を中心とするス
ポーツと文化の祭典）の岡山県代表チームの一員
として参加することができました。東北の大会へも
遠征したことがあって、ゲートボールを通じていろ
いろなところへ行くことができたのはよかったです。

元気の秘訣
　みなさん同じかもしれませんがよく食べること、
そしてよく寝ることでしょうか。若い時分から「よ
く食べるなあ」と言われるくらい、よく食べる方で
す。それに家内が料理上手なのも大きいと思います。
おかげで悪いところもこの年になってもほとんどな
いですよ。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

田中　泰則さん（88歳）
鴨方町（小坂西）
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表彰者一覧・福祉・青年後見なんでも相談会

◆�

社
会
福
祉
事
業
の
各
分
野
で
功
績

の
あ
っ
た
個
人
と
団
体
に
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

	
・
横
　
山
　
茂
　
子	

（
鴨
方
町
）

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

	

・
井
　
上
　
明
　
美
（
鴨
方
町
）

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

	

・
山
　
下
　
卓
　
郎
（
金
光
町
）

	

・
清
　
水
　
治
　
美
（
金
光
町
）

	

・
三
　
石
　
雛
　
子
（
鴨
方
町
）

	

・
石
　
井
　
三
　
男
（
鴨
方
町
）

	

・
岡
　
田
　
治
　
枝
（
鴨
方
町
）

	

・
奥
　
村
　
貴
　
子
（
鴨
方
町
）

	

・
笠
　
原
　
　
　
綠
（
寄
島
町
）

	

・
坂
　
本
　
眞
　
一
（
寄
島
町
）

	

・
中
　
濱
　
悦
　
治
（
寄
島
町
）

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会
長
表
彰

	

・
山
　
下
　
威
眞
一
（
金
光
町
）

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

	

・
瀬
　
良
　
靜
　
香
（
金
光
町
）

	

・
尾
　
崎
　
慧
　
子
（
金
光
町
）

	

・
花
　
田
　
幹
　
夫
（
鴨
方
町
）

	

・
宗
　
田
　
芳
　
次
（
寄
島
町
）

	

・
下
　
原
　
甚
　
祐
（
寄
島
町
）

	

・
中
谷
老
人
会
（
鴨
方
町
）

	

・
柏
部
寿
考
会
（
鴨
方
町
）

受賞おめでとうございます

☞ 相談は無料です　☞ 事前の予約は要りません
☞ 相談の時間制限もありません

 日　時  　令和４年　１月22日㈯ ９時～ 12 時

 場　所  　浅口市健康福祉センター　２階研修室
（浅口市鴨方町鴨方２２４４-２６）

私たちが相談をお受けします！
弁護士、司法書士、行政書士、社会保険労務士、社会福祉士、
精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員　等々

　毎日の生活の中で、法律や福祉について困っている

こと、悩んでいることはありませんか？

　『福祉・成年後見なんでも相談会』では、高齢な方や

障がいのある方が、安心して地域で生活できるよう、

法律や福祉などについての相談などをお受けするもの

です。秘密は厳守します。

主催：浅口市社会福祉協議会　　問い合わせ先：４４－７７４４
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ほっと・ネット通信・Let's 手話

⑪
長尾 和子さん

（浅口手話サークル「青い鳥」）

文化祭

運動会
①�両手の親指の付け根で
組み合わせ、

②�左右の手の前後を変え
て組み替え、

③�両手人差し指の指先
を交互に上下させる。
（「祭」の太鼓をたたい
ている様子）

①�親指を立てた両手を交互に前後し、
②�両手の指先を斜めに付け合わせ、同時に斜め下へ引く。
（漢字の「会」の字の「亻」の部分を表現）

新 聞やニュース報道などで「生理の貧困」の言葉を聞いたことがある人も多いのではないでしょ
うか。新型コロナウイルスが長引く中で、経済的な理由や家庭事情でナプキンなどの生理用

品を十分に買えないサイレント・プアが社会問題となっています。

こ れは女性の貧困とも呼ばれ、以前から子供の貧困と同様に「生きづらさ」を持った人 と々し
て議論されてきました。その背景には、女性雇用労働者の半数以上が、非正規雇用労働者

の割合が高く、シングルマザーは家事・育児等によって正規雇用労働に結びつかないといった背景
があります。また、日本では生理を公にいうことはタブー視する風潮があるため、毎月の周期で訪
れる体調の不調や支出の負担が社会全体の問題として認知されにくい側面があります。

こ れら、女性が抱える問題は、経済的な理由だけではなく、緊急事態宣言が延長したことで、
家族が自宅で過ごす時間が増え、人の目が生き届きにくい環境によって家庭内暴力の増加と

いった問題も深刻になりつつあります。女性が生きづらさを抱えながら生活を送る実態は、以前よ
りありましたが、コロナ禍によってその深刻さが如実になってきたのではないでしょうか。

浅 口市においては、社会福祉法人連絡会「かけはし」がこれまでに行ってきた生活困窮者支援
「フードドライブ」に、新たに今年の８月13 日より浅口市と社協で「たんぽぽステーション」

を設置し、生理用品の無理配布を行っています。また、ひとり親家庭などで収入が減少し、今後
の生活の見通しがたたないなどの生活福祉相談を受け付けております。不安な思いを一人で抱え込
まずに、まずはご相談ください。また、この事業開始期より生理用品の寄付をくださった方々につ
きまして、誠にありがとうございました。引き続き、寄付を受け付けておりますので、あたたかいご
支援のほどお願い致します。

あさくち権利擁護推進センターだより

ほっと・ネット通信

「女性の貧困」を知っていますか？

①

①

②

②

③
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あさくちびと

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.36

誰でもつどえる居場所に
＝助けたり助けられたり＝

　 

金
光
町
み
ど
り
の
会

　
「
金
光
町
み
ど
り
の
会
」
は
、
昭
和
49
年

５
月
に
障
が
い
児
（
者
）
を
抱
え
た
親
達
が

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
互
い
手
を
つ
な
ぎ
励
ま

し
あ
い
力
強
く
歩
も
う
と
発
足
し
ま
し
た
。

大
変
な
困
難
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
御
援
助
を

い
た
だ
き
集
会
を
重
ね
共
に
成
長
を
し
て
き

た
の
で
す
。

　

私
の
子
ど
も
が
小
学
校
2
年
生
の
時
、
朝

突
然
倒
れ
障
が
い
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
先
生
・
地
域
の
方
々
・
同
級
生

の
皆
さ
ん
や
そ
の
保
護
者
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
無
事
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
中

学
生
と
な
り
特
別
支
援
学
級
に
入
り
初
め
て

「
金
光
町
み
ど
り
の
会
」
と
出
会
い
ま
し
た
。

入
会
後
2
年
で
会
長
さ
ん
が
退
く
こ
と
と
な

り
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
子
ど

も
が
学
校
や
地
域
の
方
た
ち
に
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
感
謝
と
自
分
に
出
来
る
事
が
あ

れ
ば
や
ろ
う
と
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
一
緒
に
会
に
入
り
共
に
過
ご
し

て
き
た
3
組
の
親
子
が
い
た
こ
と
が
心
強
い

味
方
と
な
り
頑
張
っ
て
来
れ
た
と
思
い
ま

す
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
10
数
年
の
年
月

が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　 

活
動
に
つ
い
て

　

主
な
活
動
は
月
に
一
度
の
交
流
会
・
研
修

旅
行
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り

等
、
体
験
型
の
行
事
を
取
り
入
れ
て
み
ん
な

が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

近
隣
の
親
の
会
と
の
交
流
も
楽
し
い
行
事
の

ひ
と
つ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
行
事

が
持
て
な
い
の
は
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　 

「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
ほ
っ
こ
り
」

11
月
オ
ー
プ
ン
　

　
「
金
光
町
み
ど
り
の
会
」
が
「
た
ま
り
場

カ
フ
ェ
」
と
い
う
団
体
と
交
流
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢
を
問
わ
ず

地
域
の
人
た
ち
や
子
ど
も
を
抱
え
た
人
や
介

護
を
抱
え
た
人
た
ち
が
常
設
し
た
誰
で
も
集

え
る
居
場
所
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
出
来
た

の
が
「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
ほ
っ
こ
り
」
な
ん

で
す
。
ま
だ
名
前
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

頃
近
所
の
人
が
こ
の
オ
レ
ン
ジ
の
建
物
を
見

て
、
こ
の
「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
は
何
す
る

と
こ
ろ
？
と
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
で
相
談
を

し
て
「
オ
レ
ン

ジ
ハ
ウ
ス
ほ
っ

こ
り
」
と
名
付

け
ま
し
た
。
今
、

週
末
を
中
心
に

開
店
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に

は
カ
フ
ェ
で
す

が
、
モ
ー
ニ
ン

グ
に
ラ
ン
チ
も

あ
り
夜
お
酒
も

出
せ
る
と
い
い

な
と
考
え
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
た
い
、
入
っ
て

み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。
こ
こ
を
誰
で
も
気
軽
に
集
え
て
つ

な
が
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　 

こ
れ
か
ら

　

地
域
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
障
が
い
者
が

助
け
て
も
ら
う
だ
け
の
立
場
で
は
な
く
、
時

に
は
誰
か
を
助
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な

関
係
が
築
け
る
と
い
い
な
ぁ
と
願
っ
て
い
ま

す
。

「金光町みどりの会」
会長

友田 真治さん



福祉あさくち 第60号　2021年11月 14

地域のつどい・福あさボイス

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味

は
あ
る
が
、
何
を
ど
う
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で

「
社
協
だ
よ
り
」
読
ん
で
い
ま
す
。

	

（
金
光
町
・
友
田
さ
ん
）

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
の
で
「
も

し
も
の
備
え
」
の
記
事
を
改
め
て
読

み
な
お
し
ま
し
た
。

	

　（
寄
島
町
・
応
本
さ
ん
）

　「
お
達
者
さ
ん
」
の
三
宅
さ
ん
、

一
週
間
分
の
献
立
を
考
え
て
い
る
こ

と
。
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

	

　（
鴨
方
町
・
杉
本
さ
ん
）

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の
感想をお寄せください

アクリル
板

安全のための　工夫いろいろ

アクリル板寸法
幅 90cm
奥行き30cm
高さ60cm

社協の貸出物品

地域のつどい

サーキュ
レーター

非接触
型体温

計

　コロナの感染防止のため地域活動を再開するには、配慮が求められています。社会
福祉協議会では、ふれあいサロンや老人クラブなど地域の活動を安全・安心に行うた
めに下記の物品の貸し出しを行っています。
　貸し出しは無料です。詳しくは社協本所・支所に相談ください。

室内の空気を循環させる
機械です。窓を全面に開
けられない冬季には使う
ことが有効です。

会議などで特に発言者席
に設置するなどして呼気
の拡散を防ぎます。

会場に入り口などで参加者
の体温を接触することなく
計ることができます。
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篤志御礼・クイズ

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

より良いお墓の祀り方を御提案いたします。

何でもご相談ください。何でもご相談ください。

http://ww3.tiki.ne.jp/̃syugo/など

YAMASHITA"STONE" FACTORY

墓地・墓石

墓守サービス

お墓の修理

お墓の引越

墓じまい

（
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
武　

克
彦
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
父　

哲
朗
さ
ん
の
香
典
返
し

○
篠
原　

美
代
子
さ
ん
（
佐
方
）
よ
り

　

亡
夫　

一
義
さ
ん
の
満
中
陰
志

鴨
方
町

○
柚
木　

健
志
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
父　

毅
さ
ん
の
香
典
返
し

○
奥
島　

悦
子
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
母　

茂
子
さ
ん
の
偲
び
草

○
吉
川　

實
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
妻　

都
さ
ん
の
香
典
返
し

○
今
井　

時
子
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
夫　

昭
さ
ん
の
香
典
返
し

○
清
水　

陛
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
妻　

美
奈
子
さ
ん
の
満
中
陰
志

寄
島
町

○
原
田　

春
美
さ
ん
（
東
安
倉
）
よ
り

　

亡
夫　

元
春
さ
ん
の
満
中
陰
志

一
般
寄
付

○
備
陽
美
術
協
会
よ
り

　

篤
志
寄
付
と
し
て

○
岡
山
県
年
金
協
会
浅
口
中
央
分
会
よ
り

　

篤
志
寄
付
と
し
て

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

今号の紙面に□で文字をかこんだ箇所
が７か所あります。この７文字をならべ
かえて、言葉をつくってください。

探して並べて

官製ハガキに住所、氏名、答えと「福祉
あさくち」の感想を必ずお書きの上、
　〒７１９ー０２４３
　鴨方町鴨方７３番地
　浅口市社会福祉協議会まで。
正解者の中から抽選で20名に記念品
贈呈。

応募方法

◆ヒント
　３メートルを超える高さとなる
ことからこの名が。霜には弱い。

◆締め切り
　12月31日 　消印有効
◆前回のこたえ
　さるすべりでした。

　新型コロナウイルスの感染拡大で経済的
な影響を受けている市内の女性を支援する
ため、生理用品を無料配布します。

場　所　　�社会福祉協議会本所・金光支
所・寄島支所

期　間　　当分の間
　　　　　�（なくなり次第、取りやめにな

る場合があります）
問い合せ　�市役所社会福祉課

（電話４４－７００７）
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社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち

社会福祉法人

浅口市社会福祉協議会
浅口市鴨方町鴨方73
TEL 0865-44-7744

浅口市金光町占見新田751
TEL 0865-42-7308

浅口市寄島町16010
TEL 0865-54-3317

浅口市寄島町16089-17
TEL 0865-54-3113

社協だより社協だより

□本　　所

□金光支所

□寄島支所

□カニ丸の家

4コ
マ劇場4コ
マ劇場

福あさ

提供: 鴨方高校マンガ同好会

食欲の秋と言うけれど…。

・所定の申請用紙等が社協本所・支所にあります。
・申請時には、印鑑及び所持する手帳、振込を希望する通帳を
　ご持参ください。

◎市民税に所得割がかかっていない世帯
◎市内に住所を有する方
◎在宅で生活されている方

❶身体障がい者手帳 1・2級 所持者
❷療育手帳　A ・B所持者
❸精神障がい者保健福祉手帳  1・2級 所持者
❹義務教育以下のお子さんを一人親で養育している方

対 

象 

者

̶ 「歳末たすけあい募金」配分 ̶
歳末見舞金支給のお知らせ

申請手続き

❶～❹の方で次の条件にすべて該当する方

締切り
11月30日㈫
厳守

ぞうさんプロジェクトぞうさんプロジェクト
ぞうきんボランティア！！その名も…ぞうきんボランティア！！その名も…

　 長引くコロナ禍…皆さんから寄付していただいた手作り

のぞうきんは、 日々感染の不安と闘いながら頑張っている

市内小中学校、 幼稚園・保育園・こども園、 福祉施設、

病院などへお届けしたり、 毎年のように発生する災害の

被災地へ寄贈させていただきたいと考えています。

　 ぜひ、 たくさんの愛のこもった【ぞうきん】をお待ちし

ております！！

⌇大きさの目安　約 15センチ　×　約 25センチ
　※小さな子どもでも絞りやすい厚みだと尚ありがたいです！！

⌇未使用のタオルで作成ください（感染症対策のため）
　※色は、白で無くても構いません。
　※すみませんが、使用済みぞうきん、使用済みタオルで作成した
ものは受付できません。

　※既製品でもOKです。

⌇受付期間
　令和３年 11月 1日㈪～令和３年 11月 30 日㈫
　平日 9時から 17 時まで

⌇受付場所
　浅口市社会福祉協議会　本所・金光支所・寄島支所


